
●上級農業経営アドバイザー 連載０４０号

農業経営アドバイザーは農業経営者のニーズに対応し、経営への総合的で的確
なアドバイスを実践する専門家です。2005年、農業経営の発展に寄与すること
を目的に日本公庫が資格制度を創設しました。本コーナーは、上級資格である
上級農業経営アドバイザーが執筆しています。

私は、農学部卒業後に食品会社
に入社、専業主婦を経て子育

てが一段落したところで会計事務
所に入社しました。香川県の農業
のため私でもできることがあれば
と、税理士資格を取得しました。
　アドバイザーとして活動してい
るなかで、農業経営支援には、さま
ざまな専門家とのつながりが大切
であると感じています。私は、税理
士であり、財務・会計を専門として
います。しかし、農業において経営
を思ったとおりの形にするには、
財務・会計以外にも、作物を育て
る技術も欠かせませんし、雇用関
係の知識や、補助金についての情
報も重要で、また、投資のためには
金融の力も必要となります。
　新規就農のご相談の際には、現
在の「香川県新規就農・農業経営

相談センター」へご本人からご相
談いただき、事務局に音頭を取っ
ていただきながら、市町村、県の農
業改良普及センター、日本公庫な
どと協力をすることで、スムーズ
なスタートを切ることができた事

岐富士と呼ばれています）に登り
たいのか、富士山に登りたいのか、
それともエベレストに登りたいの
か、によって、今日踏み出すべき一
歩が違います」とお話しします。
　毎日忙しく現場を飛び回ってい
る経営者も多くいるなかで、常に
未来を見据え、定期的に自分の現
在地を確認しながら、行動をして
いただきたい。
　それぞれの経営がよくなること
が、総和として農業界を盛り上げ
ていくこととなると信じて活動を
続けています。�

ⓒ佐藤 尚

どのようになっていたいですか」
と問うことを大切にしています。
また、経営者には常にそのゴール
を漠然とではあっても意識をして
いただきたいと考えています。例
え話として「５年後に飯野山（讃

例があります。また、法人化する際
には、司法書士や社会保険労務士
の先生方とご相談も共にすること
となります。必要に応じて支援者
がそれぞれの専門性を発揮するこ
とが大切だと感じています。

もちろん、農業経営支援におい
ては、主役は農業経営者であ

ることを皆が肝に銘じていなくて
はなりません。ご本人が「どうあり
たいか」が一番大切です。最終的に
は、ご本人が事業をおこない、借入
金を返済していくのですから…。
　そこで、経営者の方に「5年後に

農業経営者の
「どうありたいか」に
寄り添った支援を
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1968年東京都生まれ。税理士。「農業が産業
として発展し、その農業を将来世代へつない
でいくことに貢献できる仕事人となること」
をみずからのミッションとしている。
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